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新
発
見
、
諸
橋
轍
次
の
絶
筆
に
つ
い
て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
佐  
藤  
亙 
   
初
め
に 
 
諸
橋
轍
次
（
一
八
八
三
ー
一
九
八
二
）
は
、
代
表
的
な
号
を
止
軒
。
大
漢
和
辞
典
を
編
纂
し
た
こ
と
で
国
内
外
に
業
績
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
諸
橋
轍
次
を
記
念
し
て
、
諸
橋
轍
次
記
念
館
が
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
新
潟
県
三
条
市
庭
月
（
旧
下
田
村
庭
月
）
に
建
て
ら
れ
た
。
こ
の
諸
橋
轍
次
記
念
館
（
以
下
、
記
念
館
）
に
は
諸
橋
轍
次
（
以
下
、
諸
橋
）
に
関
す
る
資
料
が
遺
族
と
関
係
者
の
努
力
で
記
念
館
に
集
め
ら
れ
保
存
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
年
（
二
〇
一
二
）
三
月
に
は
同
記
念
館
展
示
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
終
了
し
、
四
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
式
典
が
行
わ
れ
た
。 
 
筆
者
は
、
こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
に
際
し
て
、
三
条
市
、
諸
橋
轍
次
記
念
館
、
乃
村
工
芸
社
と
の
会
議
に
参
画
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
記
念
館
収
蔵
庫
に
出
入
り
す
る
機
会
が
増
え
、
今
回
の
新
発
見
に
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。 
 
一
、 
こ
れ
ま
で
の
絶
筆
に
つ
い
て 
 
こ
こ
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
絶
筆
」
は
、
諸
橋
が
百
歳
の
人
生
で
一
番
最
後
に
書
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
「
毛
筆
の
書
」
を
指
す
。 
 
こ
れ
ま
で
絶
筆
と
称
さ
れ
て
き
た
も
の
は
、
筑
波
大
学
及
び
そ
の
前
身
で
あ
る
東
京
教
育
大
学
、
東
京
高
等
師
範
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学
校
の
同
窓
会
で
あ
る
茗
溪
會
の
た
め
に
、
扇
面
に
書
か
れ
た
「
穆
如
淸
風
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、「
茗
溪
會
百
周
年
記
念 
辛
酉
佳
月 
白
寿
老
人
止
軒
」
と
為
書
き
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
辛
酉
佳
月
は
、
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）
の
八
月
で
あ
る
。
ま
た
、
白
寿
老
人
止
軒
は
、
九
十
九
歳
の
老
人
止
軒
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
諸
橋
が
書
い
た
い
き
さ
つ
が
「
大
漢
和
辭
典
修
訂
版
月
報
４
」（
昭
和
五
九
年
十
月 
大
修
館
書
店
）
に
諸
橋
の
直
弟
子
で
、
当
時
東
京
教
育
大
学
名
誉
教
授
で
あ
っ
た
鎌
田
正
の
文
章
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
。 
  
 
 
 
絶
筆
と
し
て
の
「
穆
如
淸
風
」 
 
 
恩
師
が
「
茗
黌
七
十
年
歌
」
を
茗
溪
会
に
寄
贈
し
た
こ
と
は
上
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
実
は
そ
の
茗
溪
会
百
周
年
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
茗
溪
会
は
恩
師
の
揮
毫
を
熱
望
し
、
そ
の
交
渉
を
私
に
依
頼
し
た
の
で
あ
っ
た
。
時
は
百
周
年
記
念
祝
賀
会
の
前
年
の
昭
和
五
十
六
年
の
夏
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
私
は
早
速
そ
の
旨
を
恩
師
に
伝
え
て
御
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
光
栄
に
は
感
謝
し
な
が
ら
も
、
最
早
老
齢
そ
の
責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ
て
固
辞
さ
れ
た
。
時
に
恩
師
は
東
京
逓
信
病
院
か
ら
御
退
院
直
後
の
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
、
御
無
理
に
お
願
い
で
き
な
い
と
考
え
、
そ
の
旨
茗
溪
会
に
伝
え
た
。
し
か
る
に
茗
溪
会
で
は
是
非
と
も
と
た
っ
て
の
熱
望
に
、
再
び
恩
師
に
そ
の
意
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、「
茗
溪
に
は
隨
分
と
お
世
話
に
な
っ
た
。
百
周
年
の
記
念
祝
賀
会
に
百
歳
の
自
分
が
書
く
の
は
意
義
あ
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
言
わ
れ
て
快
諾
さ
れ
て
揮
毫
さ
れ
た
の
が
、「
穆
如
淸
風
」
と
い
う
墨
痕
淋
漓
た
る
四
字
で
あ
っ
た
。 
  
 
恩
師
は
こ
の
解
説
と
し
て
み
ず
か
ら
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 
  
「
穆
と
し
て
淸
風
の
如
し
」
と
読
む
。
詩
経
の
烝
民
の
詩
の
中
の
一
句
で
あ
る
。
作
者
尹
吉
甫
は
周
の
宣
王
に
新発見、諸橋轍次の絶筆について 
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事
え
た
名
臣
だ
が
、
弱
き
も
の
を
し
い
た
げ
ず
、
強
き
も
の
を
恐
れ
ず
、
治
績
が
多
か
っ
た
。
し
か
る
に
其
の
功
を
私
せ
ず
、
宣
王
の
徳
は
和
穆
清
風
の
万
物
を
感
化
す
る
よ
う
だ
と
た
た
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
 
穆
は
和
な
り
と
も
、
ま
た
深
遠
な
り
と
も
解
し
て
い
る
が
、
要
す
る
に
人
柄
に
し
て
も
事
業
に
し
て
も
、
人
目
に
つ
か
な
い
が
、
自
然
に
深
く
影
響
を
他
に
及
ぼ
す
さ
ま
で
あ
る
。 
 
 
詩
は
比
興
を
尊
ぶ
。
茗
溪
の
先
達
百
年
の
成
績
は
此
に
似
た
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
う
か
ら
茲
に
採
録
し
た
。
ま
た
、
扇
子
は
風
を
生
ず
る
た
め
の
も
の
だ
。 
 
 
人
材
育
成
の
遺
功
を
挙
げ
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
誇
る
こ
と
の
な
か
っ
た
茗
溪
先
達
の
業
績
を
た
た
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
先
達
の
第
一
人
者
こ
そ
は
、
ま
さ
し
く
わ
が
諸
橋
先
生
と
い
う
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。 
 
後
で
う
か
が
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
先
生
は
こ
の
四
字
を
典
籍
の
中
か
ら
選
ん
で
揮
毫
す
る
の
に
精
根
を
傾
け
ら
れ
、
そ
の
御
疲
労
の
た
め
に
一
週
間
ほ
ど
お
休
み
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
人
の
将
に
死
せ
ん
と
す
る
や
、
其
の
言
や
善
し
」
と
い
わ
れ
る
が
、
一
世
の
師
表
と
仰
が
れ
た
碩
学
大
儒
の
諸
橋
先
生
は
、
こ
の
四
字
と
こ
の
解
説
を
絶
筆
と
し
て
翌
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
八
日
に
他
界
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。 
 
 
因
み
に
、
こ
の
扇
面
と
諸
橋
の
解
説
文
は
、
修
訂
版
月
報
４
に
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。 
 
さ
て
、
引
用
文
か
ら
、
扇
面
に
書
か
れ
た
「
穆
如
淸
風
」
を
直
弟
子
等
関
係
者
が
絶
筆
と
断
定
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 
 
 
 
二
、
新
発
見
の
状
況
に
つ
い
て 
 
筆
者
が
、
記
念
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
に
際
し
て
会
議
に
参
画
し
、
今
ま
で
以
上
に
記
念
館
収
蔵
庫
に
出
入
り
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す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
日
は
、
突
然
や
っ
て
き
た
。
平
成
二
三
年
の
十
一
月
八
日
の
午
後
四
時
、
記
念
館
収
蔵
庫
で
未
整
理
の
場
所
を
調
査
中
に
未
発
見
の
作
品
が
筆
者
の
手
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
。 
 
発
見
さ
れ
た
場
所
は
、
収
蔵
庫
の
奥
か
ら
二
番
目
の
棚
の
上
か
ら
二
段
目
で
あ
る
。
諸
橋
が
生
前
使
用
し
て
い
た
、
引
き
出
し
三
段
か
ら
な
る
総
桐
の
「
郵
便
用
具
入
」
の
上
か
ら
三
段
目
の
引
き
出
し
の
中
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
郵
便
用
具
入
の
寸
法
は
、
外
寸
縱
三
十
セ
ン
チ
、
横
二
四
セ
ン
チ
、
高
さ
三
一
•
五
セ
ン
チ
。
引
き
出
し
の
外
寸
法
は
、
縱
二
八
•
七
セ
ン
チ
、
横
二
一
•
三
セ
ン
チ
、
高
さ
八
•
三
セ
ン
チ
。
引
き
出
し
の
内
寸
法
は
、
縱
二
六
•
三
セ
ン
チ
、
横
一
八
•
九
セ
ン
チ
、
高
さ
七
•
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。 
 
一
筆
箋
の
よ
う
な
比
較
的
小
さ
め
の
詩
箋
や
便
箋
に
古
文
書
、
そ
し
て
メ
モ
用
紙
な
ど
数
十
枚
重
な
っ
て
入
っ
て
い
た
中
に
、
今
回
の
絶
筆
二
枚
が
混
ざ
っ
て
入
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
、
混
ざ
っ
て
入
っ
て
い
た
こ
と
で
諸
橋
と
同
居
し
て
い
た
長
男
の
隆
典
た
か
す
け
氏
家
族
も
分
か
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
記
念
館
が
開
館
す
る
時
に
資
料
保
存
の
陣
頭
指
揮
を
執
ら
れ
た
鎌
田
正
博
士
も
、
東
京
か
ら
新
潟
ま
で
移
送
す
る
と
い
う
制
約
さ
れ
た
作
業
時
間
の
中
で
は
、
一
々
微
に
入
り
細
に
入
り
確
認
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
気
付
か
な
か
っ
た
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
ろ
う
。 
 
現
在
、
諸
橋
の
子
女
は
二
人
が
钁
爍
と
し
て
生
活
さ
れ
て
い
る
。
一
人
は
、
本
年
九
十
歳
に
な
る
三
男
の
諸
橋
晋
六
氏
（
三
菱
商
事
株
式
会
社
特
別
顧
問
）
で
あ
る
。
も
う
一
人
は
、
本
年
八
十
四
歳
に
な
る
次
女
の
阿
佐
美
齊
子
き
よ
こ
氏
で
あ
る
。
諸
橋
晋
六
氏
が
、
昨
年
十
一
月
に
行
な
わ
れ
た
第
三
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会
に
名
誉
会
長
と
し
て
出
席
さ
れ
た
時
と
、
本
年
四
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
出
席
さ
れ
た
時
の
二
回
、
新
発
見
の
資
料
に
つ
い
て
話
を
お
聞
き
し
た
。
要
約
す
る
と
「
隆
典
（
長
男
）
も
誰
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。
勿
論
私
も
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
よ
く
、
こ
ん
な
の
が
出
て
き
ま
し
た
な
。」
と
話
さ
れ
た
。 
新発見、諸橋轍次の絶筆について 
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三
、
新
発
見
の
絶
筆
に
つ
い
て 
 
今
回
発
見
の
絶
筆
は
、
二
枚
あ
る
。
一
枚
は
、
五
言
絶
句
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
も
の
。
も
う
一
枚
は
、
和
歌
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
二
枚
の
寸
法
は
同
じ
で
あ
る
。
本
紙
寸
法
は
、
縱
二
三
•
三
セ
ン
チ
、
横
十
•
二
セ
ン
チ
で
あ
る
。
使
用
さ
れ
た
用
紙
は
断
定
で
き
な
い
が
、
詩
箋
と
思
わ
れ
る
。
鴬
色
の
地
に
、
朱
で
「
茶
器
（
薬
缶
様
の
も
の
）
に
爐
と
枝
葉
（
或
は
松
か
）」
が
画
か
れ
て
お
り
、
杜
甫
の
五
言
律
詩
「
重
過
何
氏
五
首 
其
三
」
の
二
句
目
「
春
風
啜
茗
時
」
が
刷
ら
れ
て
賛
と
し
て
入
っ
て
い
る
。
こ
の
用
紙
は
、
春
風
啜
茗
時
に
続
い
て
「
話
口
開
室
製
」（
話
口
の
二
字
不
詳
）
と
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
ど
こ
の
製
品
か
不
詳
で
あ
る
。 
①
さ
て
新
発
見
資
料
の
漢
詩
五
言
絶
句
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。 
 
 
 
 
 
送
驛
還
迎
驛 
 
駅
を
送
り
還
た
駅
を
迎
え 
 
 
 
那
須
問
客
程 
 
那
ぞ
須
い
ん
客
程
を
問
う
を 
 
 
 
浮
雲
来
去
外 
 
浮
雲 
来
去
の
外 
 
 
 
心
月
照
佳
城 
 
心
月 
佳
城
を
照
ら
す 
 
 
 
 
 
 
 
百
歳
老
止
軒 
  
【
韻
字
】 
下
平
十
四
清
（
程
城
） 
【
製
作
年
】
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）
百
歳
の
春
頃
か
。
ま
た
、
即
興
の
自
作
詩
と
思
わ
れ
る
。 
【
注
】 
 
楷
書
に
近
い
行
楷
書
。
小
筆
を
用
い
て
、
一
行
十
字
で
二
行
に
書
か
れ
て
い
る
。
落
款
に
印
は
無
い
。
墨
色
か
ら
み
て
、
中
墨
の
や
や
薄
め
の
濃
さ
で
あ
る
。
諸
橋
は
、
諸
橋
晋
六
氏
の
証
言
と
記
念
館
に
保
存
さ
れ
て
い
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る
文
房
四
寶
か
ら
、
使
用
さ
れ
た
文
房
は
中
国
製
と
推
測
さ
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
断
定
は
し
難
い
。 
【
通
釈
】 
題
は
書
か
れ
て
い
な
い
。「
驛
」
を
宿
駅
の
比
喩
と
し
て
い
る
。 
 
一
年
を
送
り
、
ま
た
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
ど
う
し
て
、
残
り
の
人
生
（
の
時
間
）
を
知
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
（
悠
然
と
）
流
れ
ゆ
く
浮
き
雲
の
向
こ
う
で
は
、
清
ら
か
な
心
の
よ
う
に
澄
み
切
っ
た
月
が
私
の
墓
を
照
ら
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。 
  
②
新
発
見
資
料
の
和
歌
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。 
 
梅うめ
も
見
多
婦
し
み
た
ふ
じ
も
さ
く
ら
も
若
艸
わ
か
く
さ
も
見
多
み
た 
 
 
こ
能の
世よ
の
春はる
に
も
う 
 
 
残のこ
る
於お
も
ひ
な
し
ら 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
止 
軒 
  
【
製
作
年
】
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）
百
歳
の
春
頃
か
。 
【
注
】 
書
か
れ
た
墨
の
墨
色
か
ら
し
て
、
前
の
五
言
絶
句
と
同
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 
【
通
釈
】
偶
々
口
か
ら
発
し
た
言
葉
が
、
歌
に
な
っ
た
気
が
す
る
。
特
に
、
最
後
の
「
ら
」
字
は
、
新
潟
県
三
条
市
で
は
よ
く
使
わ
れ
る
言
い
回
し
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、「
も
う
◯
◯
だ
な
」
と
い
う
気
分
の
表
現
に
常
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。 
 
新発見、諸橋轍次の絶筆について 
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梅
の
花
も
見
た
し
、
藤
の
花
も
桜
の
花
も
若
草
も
見
た
。 
 
こ
の
世
の
春
に
、
思
い
残
し
た
も
の
は
無
い
な
。 
   
記
念
館
に
、
諸
橋
の
日
記
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
確
認
さ
れ
て
い
る
日
記
は
、
昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
の
日
記
が
最
後
で
あ
る
。
晩
年
は
、
病
の
た
め
か
日
記
を
書
く
回
数
も
減
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
十
月
七
日
の
日
記
後
半
部
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 
  
 
 
数
年
来
、
三
聖
會
談
・
三
教
叢
談
を
執
筆
、
そ
の
中
に
佛
教
□
の
儒
教
の
佛
教
に
及
ば
ざ
る
点
は
、
行
の
欠
如
□
に
在
り
と
論
じ
て
居
た
。
そ
の
後
予
の
常
に
似
ず
幾
た
び
稿
を
改
め
た
か
知
れ
な
い
。
最
後
に
は
も
う
仕
方
が
な
い
。
不
満
足
と
承
知
の
上
、
こ
の
ま
ま
出
版
す
る
か
ら
と
い
っ
て
出
版
者
に
渡
し
た
。
七
八
月
の
夏
休
ミママ
中
に
印
行
す
る
と
云
っ
た
が
、
十
月
に
な
っ
た
今
も
そ
の
氣
わママ
い
が
な
い
。
こ
れ
幸
、
不
満
足
の
著
書
は
中
止
し
ょ
う
か
。
他
面
凡
夫
に
は
ま
だ
若
干
の
未
練
も
あ
る
が
。 
 
 
  
こ
の
記
述
か
ら
、
諸
橋
は
昭
和
五
七
年
四
月
に
講
談
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
孔
子
・
老
子
・
釈
迦
「
三
聖
会
談
」』、
こ
の
最
後
の
出
版
事
業
を
終
え
安
心
し
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
、
安
心
し
た
と
こ
ろ
で
書
か
れ
た
の
が
今
回
発
見
の
絶
筆
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
 
 
四
、 
最
後
に 
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こ
れ
ま
で
の
検
証
結
果
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。 
 
茗
溪
會
百
周
年
記
念
の
た
め
に
書
か
れ
た
扇
面
は
、
落
款
に
「
辛
酉
佳
月
白
寿
老
人
止
軒
」
と
書
か
れ
て
あ
る
こ
と
か
ら
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）
九
九
歳
の
八
月
頃
の
書
作
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。 
 
い
っ
ぽ
う
、
昨
年
十
一
月
に
発
見
さ
れ
た
漢
詩
五
言
絶
句
の
落
款
に
は
「
百
歳
老
止
軒
」
と
書
か
れ
て
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
内
容
か
ら
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
、
百
歳
の
春
頃
の
書
作
で
あ
ろ
う
と
推
定
で
き
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
新
発
見
の
詩
箋
二
枚
を
も
っ
て
諸
橋
轍
次
の
最
晩
年
の
書
作
で
あ
り
、
絶
筆
と
す
る
こ
と
に
さ
ほ
ど
の
無
理
が
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。 
 
最
後
に
、
詩
箋
二
枚
の
う
ち
、
ど
ち
ら
が
後
に
書
か
れ
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
大
胆
な
推
測
を
す
れ
ば
、
筆
意
筆
力
お
よ
び
「
ら
」
の
使
用
な
ど
か
ら
み
て
、
五
言
絶
句
が
ま
ず
書
か
れ
、
つ
い
で
興
が
乗
る
ま
ま
ま
に
歌
の
方
が
書
か
れ
た
と
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
歌
の
ほ
う
の
諸
橋
は
、
あ
た
か
も
童
心
に
か
え
っ
た
か
の
よ
う
に
自
由
で
あ
る
。筆
者
は
そ
う
し
た
心
境
を
最
晩
年
の
諸
橋
に
想
定
し
た
い
と
思
う
が
、あ
く
ま
で
推
定
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
。 
 
い
ず
れ
に
し
て
も
、
扇
面
と
詩
箋
二
枚
が
諸
橋
轍
次
の
最
晩
年
の
手
に
な
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
前
者
は
対
外
的
に
い
わ
ば
公
的
に
書
か
れ
た
。
後
者
は
私
的
に
お
の
れ
の
心
境
を
托
し
て
書
か
れ
た
。
こ
れ
ら
を
残
し
て
諸
橋
轍
次
が
昭
和
五
七
年
十
二
月
八
日
に
永
眠
す
る
ま
で
、
な
お
半
年
を
残
し
て
い
た
。 
 
 
